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特 集 翼状片手術：私はこうしている

序　論

雑賀司珠也＊

今月は翼状片の手術を特集させていただきまし
た。4名のエキスパートに得意の術式を解説して
いただきました。悪性腫瘍ではありませんが，
徐々に増生し，乱視惹起も含めた視機能障害だけ
でなく，整容上も問題となる疾患です。白内障手
術での眼内レンズ度数算定にも影響します。

病態の本態がいまだ完全には解明されていない
なかでの手術ということで，どなたもご苦労され
ています。小生にも自身の術式があります。術式
の変遷・バリエーションは古くから議論されてき
ていますが，今一度，皆様と一緒に，この課題を
レビューする機会を得て，幸せに思います。本特
集で各執筆者が挙げておられる参考文献もぜひ，
読みたいところです。小生が個人的に注目してい
る参考文献を以下に 3編挙げさせていただきま
した。
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ご自身で執刀なさる先生だけでなく，手術を担
当される先生に患者さんをご紹介になる先生も，
紹介先の先生の術式にご興味あるところと思いま
す。ぜひ，本特集のご一読をお勧めいたします。
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